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星の地図・星の住所星の地図・星の住所
春期特別展

めぐりゆく星空は、いったいいつ

からそうしてきたのでしょう？何百

年も前の星空を眺めてみたいと感じ

たことはありませんか？

古い星図（星の地図）や星表（星

の住所）は、人類が何千年も星空を

見続けてきたことを、そしてそれぞ

れの時代に同じ星空があったことを

証明してくれます。さらに、永遠な

星空に現れる、何百年もたたなけれ

ばわからないような小さな変化と、

それに気づいた人々の歴史も....

いま、わたしたちは、星の位置を

どこまで知ることができたのでしょ

う？こちらは最新の星表から読みと

ってみましょう。

古今東西の星図や星表を展示し、

古代より現代まで、星の位置を観測

してきた人々の歴史をたどります。

関 連 行 事

★星を見る会　　　　3月17日（金）

★展示説明会　　　　3月23日（木）

★星座早見を作ろう　3月30日（木）

参加方法等は4ページをごらんください。

お問い合せは下記まで。

平塚市浅間町12－41 電話 0463-33-5111

会期：西暦2000年3月18日（土）～4月9日（日）

会場：平塚市博物館特別展示室
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展示される古星図から

パルディ星図（千葉市立郷土博物館蔵）

Ignace-Gaston Pardies

イグナティウス・ガストン･パルディ（1656～1742）

イエズス会士でフランスの数学者･天文学者。Globi

Coelestis (1674)は赤道座標系の星図。2ページ大星

図6面は、北天、南天、春分、秋分、夏至、冬至の

ニ至二分中心の４面で構成されている。卓越した

印刷技術により、個々の星が鮮明に示されている。

バイエル星図をもとにしているが、星座のデザイ

ンなどはオリジナルである。

江戸時代の星図「天文成象」（千葉市立郷土博物館蔵）

日本人の手による初めての暦となった貞享暦の作者、渋

川春海による星図。日本の古星図は中国式の星座を用いる。

中国流の星図には一般に星の等級の描き分けなどがなく、

現在の星座のどれにあたるのか判別が難しい。写真は中央

やや上にしし座がある。

春海は観測器具を製作して観測を行ない、新たな星座を

加えている。観測して星の位置を確め、その上で作ったと

いう点で、我が国の近世天文学発展の口火を切った星図と

言える。

今月のプラネタリウム投影

全天88星座
プラネタリウムでは、年間にいくつくらいの星

座を紹介しているでしょう？実は、せいぜい30星

座くらいなのです。ところが星座は全部で88もあ

ります。出番を待ちながら、いつも紹介されない

星座たちはいったいどこにあるのでしょう。どん

な星座なのでしょう。

このアンラッキーな星座たちが目立てないのは、

1.明るい星がない

2.小さい

3.知名度が低い

4.平塚では見えない

などの理由があるでしょうが、今回はそうした

すきま星座、見えない星座などを、時間のゆるす

かぎり、おもいっきり紹介します！

このシルエットは、何座でしょう？（４星座）

（答えはプラネタリウムを見てたしかめてください）

投影日・時刻：毎週土・日曜日11：00 14：00 所要時間約45分（途中入場は不可）

観覧料 1人100円 （春休み中は水・木曜日も上の時間に投影します） 定員86名

3月4日～4月23日



◎にぎわった博物館まつり！

２月８日から13日まで、第１会の「博物館まつり」

が開かれました。特別展示室には参加した13団体のそ

れぞれ趣向をこらした展示が並び、寒い季節としては

大勢の入館者でにぎわいました。特に12日に開かれた

発表会には、100名以上の参加者があり、スライドや

ＯＨＰ、さらにはビデオを駆使した力の入った発表が

行われました。

会場では、「来年また開かれるなら、こんな展示が

したいね」とか「あの会の展示を参考にしたいね」な

どの会話も聞かれ、この催しがそれぞれの会の活動の

刺激にもなったようです。実行委員として準備に関わ

って頂いた方々、また展示作成に協力を頂いた方々、

どうもありがとうございました。

博物館まつりのタイトルパネル 多くの来場者を迎えた展示会場

民俗探訪会の活動の発表

資料を多く使った地質調査会の展示 工夫をこらした古代遺跡を探す会の展示








